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◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
９
号
）
　
　
　
承
　
認

８
０
０
０
万
円
追
加

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
石
岡
　
　
大 

場
　
三 

枝 

氏

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
な

　
ど
15
件
　
詳
細
４
・
５
ペ
ー
ジ

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
な
ど
16
件詳

細
５
・
６
ペ
ー
ジ

◆
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
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３
月
定
例
会
を
　
日
間
お
よ
び
臨
時
会
（
２
月
５
日
）
を
開
催
し
、
専
決
処
分
の
承
認
、
人
事
案
件
、
令

和
２
年
度
補
正
予
算
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
、
条
例
の
改
正
、
総
合
整
備
計
画
な
ど
計
　
件
に
つ
い
て
審

査
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
ま
た
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
、
２
件
の
う
ち
１

件
が
採
択
、
１
件
が
不
採
択
と
な
っ
た
。

人

　
　
　
　事

専

決

処

分

１６

一般会計　１０６億６０００万円

▲整備された町営第二体育館　なごみこども園（旧第三中学校跡地）

３月定例会３月３日～１８日

部
の
免
責
に
関
す
る
条
例
の
設
定

な
ど
３
件

詳
細
６
・
７
ペ
ー
ジ

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃

　
止
な
ど
９
件
　
詳
細
８
ペ
ー
ジ

◆
小
倉
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

　
画
の
変
更
　
　
詳
細
７
ペ
ー
ジ

◆
「
安
全
・
安
心
で
ゆ
き
と
ど
い

　
た
教
育
実
現
に
つ
な
が
る
30
人

　
学
級
実
現
」
を
求
め
る
請
願

　
採
　
択

◆
日
本
学
術
会
議
候
補
の
任
命
拒

　
否
を
撤
回
し
全
員
の
任
命
を
求

　
め
る
請
願
　
　
　
　
　
不
採
択

以
上
詳
細
７
ペ
ー
ジ

補

正

予

算

条

　
　
　
　例

当

初

予

算

総
合
整
備
計
画

請

　
　
　
　願

４６

なごみこども園

町営第二体育館

高畠南駐在所

 （　　　） 昨年度比
 ２．３％増
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令和３年度の予算を可決̶

一般会計　１０６億６０００万円

●病院事業　………　２８億９４９３万円
●水道事業　……………　８億３００万円

●民生費
　放課後児童クラブ推進、冬の生活
　応援など

●農林水産業費
　有害鳥獣緊急捕獲活動支援など

●商工費
　新型コロナ経済対策、ふるさと納
　税商品関連など

●土木費
　 町道除排雪業務、道路橋

きょう
梁
りょう
補修

　など

令和２年度一般会計
　補正予算（第12号）
1890万円の追加で
　予算総額
１41億3875万円に

●国民健康保険　…　２４億９４４２万円
●介護保険　………　２７億７１８６万円
●下水道、農業集落排水、
　　特定地域生活排水処理、飲料水供給
　　……………　合計　９億４４４８万円
●後期高齢者医療、
　　訪問看護、財産区など
　　……………　合計　２億７７８９万円

昨年度比
1.8％減

昨年度比
0.4％増

企業会計予算

36億9793万円

特別会計予算

64億8867万円

●南陽やすらぎ荘改築負担金　………………　２億３３４２万円
●新庁舎設計業務など　…………………………　１億２４９６万円
●新型コロナワクチン接種　…………………　１億４６１９万円
●ふるさと納税 地域産品の返礼品など　……　１億３７８６万円
●旧第一中学校アスベスト除去工事　……………　４１４０万円
●スマートＩＣ設計業務など　………………………　３２００万円

主なもの

主な使いみち
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委員会審議

一
般
会
計

令
和
３
年
度

歳

入
当
初
予
算

問
　
個
人
町
民
税
、
法
人

町
民
税
共
に
減
額
で
あ
る

が
、
見
積
も
り
の
根
拠
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
全

国
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
予
算
設
定
は
、
国
税

の
動
向
な
ど
を
参
考
に
し

て
い
る
。

問
　
使
用
料
が
減
額
で
あ

る
が
、
現
状
と
見
通
し
は
。

答
　
令
和
元
年
度
は
４
７

０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
２

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
２
か

月
休
館
し
た
影
響
も
あ
り
、

２
２
０
万
円
と
大
幅
減
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
コ
ロ
ナ
の
状
況
に

も
よ
る
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
、
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。

問
　
１
８
０
万
円
の
計
上

だ
が
、
対
象
物
件
は
特
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
特
定
し
て
い
な
い
。

３
軒
分
の
計
上
で
、
令
和

３
年
度
に
申
請
を
受
け
付

け
る
。
な
お
、
危
険
空
き

家
の
所
有
者
に
は
随
時
連

絡
を
取
り
、
早
め
の
解
決

を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
４
１
４
０
万
円
の
計

上
だ
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度

い
っ
ぱ
い
体
育
館
が
使
用

中
止
と
な
る
理
由
は
。

答
　
４
月
中
旬
か
ら
工
事

の
準
備
を
始
め
、
５
月
下

旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
が

除
去
工
事
の
予
定
で
あ
る
。

工
事
の
た
め
電
源
を
落
と

す
の
で
体
育
館
も
使
用
中

止
と
な
る
。

　
ま
た
、
電
源
設
備
が
古

く
、
再
通
電
に
は
危
険
が

伴
う
た
め
、
工
事
終
了
後

も
使
用
中
止
と
し
て
い
る
。

問
　
結
婚
推
進
支
援
事
業

が
減
額
さ
れ
、
新
た
に
婚

活
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
　
今
ま
で
の
希
望
者
を

集
め
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

参
加
す
る
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
人
も
い
た
。
新
た
に

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
創

設
し
、
個
別
の
出
会
い
の

場
に
も
支
援
す
る
。

問
　
１
億
４
０
０
万
円
の

計
上
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
ま
た
、
町
民
検
診
へ
の

影
響
は
。

答
　
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
一
人
当
た
り
の
予
防
接

種
金
額
２
２
７
７
円
に
人

数
分
を
乗
じ
て
算
定
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
午
後

か
ら
夜
間
に
か
け
て
実
施

す
る
た
め
、
町
民
検
診
へ

の
影
響
は
な
い
。

問
　
町
外
接
種
者
対
応
業

務
と
は
。

答
　
単
身
赴
任
者
や
学
生

等
、
町
外
で
接
種
す
る
場

合
の
手
続
き
費
用
で
あ
る
。

問
　
令
和
３
年
度
か
ら
対

象
業
種
に
建
設
業
が
追
加

さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

答
　
多
く
の
中
小
企
業
を

網
羅
し
て
い
く
考
え
か
ら
、

建
設
業
を
追
加
し
た
。

　
補
助
金
は
、
建
物
の
新

築
、
増
築
に
対
し
最
大

５
０
０
万
円
、
そ
の
他
設

備
等
は
従
来
の
考
え
方
を

参
考
に
詰
め
て
い
き
た
い
。

問
　
現
在
進
め
て
い
る
、

公
共
施
設
で
の
電
気
料
金

削
減
の
効
果
は
。

答
　
小
中
学
校
を
含
む
15

施
設
で
契
約
先
を
変
更
し
、

２
月
ま
で
で
１
３
７
０
万

円
の
削
減
が
図
ら
れ
た
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
削

減
が
見
込
ま
れ
る
。

予
算
特
別
委
員
会

町
民
税
減
収
の
根
拠

ゆ
う
き
の
里
さ
ん
さ
ん

歳

出

危
険
空
き
家
除
去

助
成
金

旧
一
中
校
舎

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

婚
活
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

公
共
施
設

電
気
料
金
削
減

中
小
企
業

設
備
投
資
補
助

▲コロナ後の収客増を目指す　ゆうきの里さんさん

人
に
対
す
る
支
払
い
が
困

難
な
世
帯
を
支
援
す
る
も

の
で
、
そ
の
利
用
者
が
増

加
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

問
　
水
道
水
の
自
己
水
源

と
水
窪
ダ
ム
お
よ
び
綱
木

問
　
こ
の
時
期
に
３
０
０

万
円
減
額
と
な
る
要
因
は
。

答
　
確
定
し
て
い
る
普
通

交
付
税
と
合
わ
せ
調
整
額

も
見
込
ん
だ
が
、
交
付
さ

れ
な
か
っ
た
。

問
　
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
へ
の
負
担

金
の
目
的
と
内
容
は
。

答
　
カ
ー
ド
作
成
を
機
構

に
委
託
し
、
国
か
ら
全
額

補
て
ん
さ
れ
る
経
費
分
を

負
担
金
と
し
て
支
出
す
る

も
の
。
令
和
元
年
５
３
２

枚
、
２
年
は
12
月
ま
で
２

８
８
枚
発
行
し
て
い
る
。

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
、
自
治
体
が
活
用
で

き
る
内
容
と
現
状
は
。

答
　
国
は
健
康
保
険
証
と

川
ダ
ム
か
ら
の
県
水
の
比

率
は
、ま
た
単
価
の
違
い
は
。

答
　
自
己
水
源
は
約
３
割

で
、
残
り
は
県
水
を
購
入

し
て
い
る
。
　

　
県
水
は
１
㎥
当
た
り
50

円
で
購
入
し
、
各
家
庭
に

約
２
０
０
円
で
供
給
し
て

い
る
。
自
己
水
源
が
３
割

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
の

水
道
料
金
は
県
内
で
も
安

価
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
利
用
補
助
金
が
26
万

円
か
ら
１
７
１
万
円
と
大

幅
増
だ
が
、
そ
の
要
因
は
。

答
　
本
制
度
は
、
生
活
保

護
世
帯
な
ど
、
成
年
後
見
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特
別
会
計

問
　
４
０
０
万
円
の
減
収

だ
が
、
す
で
に
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
出
て
い
る
の
か
。

答
　
決
算
期
は
各
々
違
う

が
、
す
で
に
影
響
が
あ
る
。

し
て
使
え
る
よ
う
目
指
し

て
い
る
。
市
町
村
は
、
条

例
に
基
づ
き
使
用
可
能
な

情
報
を
記
憶
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

問
　
製
造
業
持
続
化
給
付

金
が
大
き
く
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
国
の
給
付
金
支

給
等
に
よ
り
、
そ
れ
ほ
ど

必
要
が
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
国
の
給
付
金
に
該
当

し
な
い
30
〜
50
％
未
満
の

減
収
に
対
し
、
町
独
自
に

製
造
業
、
建
設
業
、
生
活

関
連
産
業
を
対
象
と
し
て

給
付
金
を
支
給
し
た
。

　
47
件
で
９
５
０
万
円
の

給
付
に
と
ど
ま
り
、
ほ
と

ん
ど
が
50
％
以
上
の
減
収

と
見
込
ま
れ
る
。

問
　
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
や
ま
が
た

利
活
用
環
境
整
備
支
援
事

業
と
は
。

答
　
県
全
体
で
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
。
来
店
者
へ

の
ク
ー
ポ
ン
サ
ー
ビ
ス
ほ

か
、
来
店
者
が
万
が
一
コ

ロ
ナ
感
染
し
て
い
た
と
き

に
、
情
報
を
い
ち
早
く
客

に
通
報
さ
れ
る
環
境
を
整

え
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
排
水
対
策
と
し
て
調

査
設
計
す
る
予
定
箇
所
や

そ
の
内
容
は
。

答
　
対
象
は
水
害
被
害
の

あ
っ
た
窪
地
の
下
町
団
地

で
あ
る
。
県
道
糠
野
目
亀

岡
線
で
計
画
さ
れ
て
い
る

道
路
工
事
に
併
せ
、
雨
水

が
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
行

く
か
を
調
査
し
、
適
切
な

対
応
を
図
る
も
の
。

問
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
と
若
者
定
住
促
進

事
業
の
実
績
、
減
額
に
な

っ
た
理
由
は
。

介
護
保
険

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援

水
道
事
業

水
源
内
訳
と
水
道
料
金

企
業
会
計

一
般
会
計

令
和
２
年
度

歳

入
補
正
予
算

法
人
町
民
税

地
方
交
付
税

歳

出

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

町
独
自
の

持
続
化
給
付
金

緊
急
経
済
対
策

鎌
塚
台
団
地排

水
対
策

▲高畠町第一水源地（金原湯在家）

住
宅
、
定
住
支
援



が
っ
た
た
め
３
か
年
収
入

水
準
ま
で
あ
る
程
度
回
復

し
て
い
る
。
新
年
度
は
町

の
検
診
も
例
年
と
同
じ
時

2021. ４.20－６－
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答
　
リ
フ
ォ
ー
ム
で
58
件
、

若
者
定
住
は
13
件
で
あ
る
。

実
績
が
予
定
よ
り
落
ち
た

の
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
ほ

か
、
住
宅
事
情
と
し
て
の

動
き
が
落
ち
て
申
し
込
み

が
少
な
か
っ
た
。

問
　
分
担
金
と
受
益
者
分

担
金
が
増
加
す
る
理
由
は
。

答
　
分
担
金
で
２
件
の
建

築
が
あ
り
、
受
益
者
負
担

金
は
５
件
の
見
込
み
に
対

し
、
10
件
の
建
築
数
が
あ

っ
た
。

問
　
事
業
費
や
工
事
請
負

費
が
減
額
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
当
初
予
定
の
21
基
に

対
し
実
績
は
６
基
だ
っ

た
。
例
年
15
基
程
度
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
、
住
宅
建
築
ほ
か
水
道

や
下
水
道
工
事
、
浄
化
槽

設
置
も
少
な
か
っ
た
。

問
　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

費
が
大
き
く
減
額
に
な
っ

た
要
因
は
。

答
　
要
介
護
認
定
者
数
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
、
前

年
度
実
績
と
高
齢
者
増
加

に
併
せ
見
込
ん
で
い
た
が
、

思
っ
た
よ
り
伸
び
な
か
っ

た
た
め
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
る
純
損
失
な
ど
、
経
営

の
厳
し
さ
も
理
解
す
る
が
、

今
後
の
経
営
努
力
の
考
え

は
。

答
　
影
響
の
大
き
か
っ
た

春
先
か
ら
徐
々
に
回
復
傾

向
に
あ
り
、
患
者
数
減
少

の
反
面
、
入
院
単
価
が
上

総
務
文
教
委
員
会

◆
町
長
等
の
損
害
賠
償
責

任
の
一
部
の
免
責
に
関
す

る
条
例
の
設
定

　
町
長
等
が
公
務
遂
行
に

お
い
て
、
善
意
か
つ
重
大

な
過
失
が
な
く
町
に
損
害

を
与
え
た
場
合
、
賠
償
額

の
上
限
を
左
記
の
と
お
り

定
め
る
も
の
。

•
町
　
長
　
給
与
６
年
分

•
副
町
長

•
病
院
事
業
管
理
者

•
教
育
長

•
教
育
委
員

•
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

•
監
査
委
員

給
与
４
年
分

•
農
業
委
員
会
委
員

•
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
員
会
委
員

給
与
２
年
分

•
職
　
員
　
給
与
１
年
分

公
布
の
日
に
施
行

問
　
職
員
に
は
非
正
規
職

員
も
含
ま
れ
る
の
か
。

答
　
一
般
職
職
員
、
会
計

年
度
任
用
職
員
、
再
任
用

職
員
の
全
て
が
含
ま
れ
る
。

問
　
病
院
事
業
管
理
者
が

給
与
４
年
分
で
、
国
の
基

準
（
給
与
２
年
分
）
と
異

な
っ
て
い
る
が
、
県
内
の

自
治
体
で
は
ど
の
よ
う
な

扱
い
か
。

答
　
既
に
設
定
し
て
い
る

県
と
遊
佐
町
で
は
国
の
基

準
ど
お
り
給
与
２
年
分
の

設
定
で
あ
る
。

◆
附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　
町
の
附
属
機
関
を
左
表

の
と
お
り
整
理
す
る
も
の
。

令
和
３
年
４
月
１
日
施
行

問
　
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
の
担
任
事
務
に
は
、

計
画
の
策
定
と
見
直
し
が

含
ま
れ
る
が
、
他
の
委
員

会
に
含
ま
れ
て
い
な
い
理

由
は
。

答
　
他
の
委
員
会
等
で
も

計
画
の
策
定
や
見
直
し
は

あ
る
。
担
任
事
務
に
は
特

徴
的
な
事
務
を
記
載
し
て

お
り
、
記
載
が
な
い
か
ら

や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。

特
別
会
計

下
水
道

特
定
地
域
生
活
排
水

介
護
保
険

企
業
会
計

病
院
事
業

期
に
開
始
さ
れ
れ
ば
収
益

も
回
復
し
、
入
院
も
90
％

以
上
の
稼
動
を
維
持
で
き

れ
ば
黒
字
が
期
待
で
き
る
。

条

　例

町
長
等
の
損
害
賠
償

町
附
属
機
関

追
加
お
よ
び
廃
止

附属機関名 説　　　明

追
　
　
　
　
加

高畠町有機農業推進委員会 有機農業推進計画の推進に向けた
協議および提言

高畠町メイドインたかはた認証委
員会 たかはたブランドの認証

高畠町スポーツ推進計画策定委員会 スポーツ推進計画の策定

高畠町日向洞窟遺跡調査検討委員
会

日向洞窟遺跡の調査内容の検証
遺跡の範囲、価値の評価

廃
　
　
止

男女共同参画計画策定委員会 「男女共同参画推進委員会」に統合

町立小学校適正規模等検討委員会 事務終了により廃止

学校運営協議会準備委員会 「学校運営協議会」発足により廃止

追加／廃止する附属機関

2021. ４.20 －７－

委員 会 審 議

◆
農
村
地
域
工
業
等
導
入

地
区
固
定
資
産
税
課
税
免

除
条
例
の
廃
止

　
課
税
免
除
の
更
正
可
能

期
間
が
経
過
し
た
た
め
、

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

令
和
３
年
４
月
１
日
施
行

◆
小
倉
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
変
更

　
町
道
田
谷
太
田
線
道
路

改
良
工
事
に
お
い
て
、
電

柱
移
転
補
償
お
よ
び
工
事

単
価
の
上
昇
の
た
め
、
事

業
費
を
６
０
０
万
円
増
額

し
、
総
額
３
６
０
０
万
円

と
す
る
も
の
。

以
上
の
案
件
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

◆
安
全
・
安
心
で
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
実
現
に
つ
な

が
る
30
人
学
級
実
現
を
求

め
る
請
願

請
願
者

　
少
人
数
学
級
を
す
す
め

　
る
県
民
の
会

　
世
話
人
代
表
　

　
高
木
　
紘
一
　
氏

　
伊
澤
　
良
治
　
氏

　
佐
藤
　
匡
子
　
氏

紹
介
議
員

　
数
馬
　
治
男
　
議
員

　
直
島
　
義
友
　
議
員

請
願
内
容

　
30
人
学
級
の
早
期
実
現

を
求
め
る
も
の
。

本
請
願
は
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
、
意
見
書
を
提
出

す
べ
き
と
決
し
た
。

　
意
見
書
を
９
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
。

課
税
免
除
条
例
の
廃
止

請

　願

総
合
整
備
計
画

田
谷
太
田
線

改
良
事
業
の
増
額

日本学術会議候補の任命拒否を撤回し全員の任命を求める請願
本会議において 採択５名、不採択９名で「不採択」

本請願は、１２月定例会で「継続審査」となり、今定例会で再審査を行った。総務文教委員会での採決では不採
択とすべきものと決したが、本会議において異議が申し立てられたため、討論、採決が行われ、採択５名、
不採択９名で不採択と決した。請願内容については議会だより１５０号を参照のこと。

　学術会議候補者の任命拒否問題は、国民になんら
納得のいく説明がなされず、政治への疑念と不信を
招いている。理由も示さず、人の首を切るようなこ
とがあってはならない。
　理由が明らかにできないのは、政権に批判的で
あったからとしか考えようがない。学問研究は政治
から独立したものであり、時の政権に左右されては
ならないことは、滝川事件からも明らかである。
　学術会員は形式的任命であり首相に拒否権はない。
このたびの任命拒否は、森、加計、桜と続く政治腐
敗の一連の流れで行われた、不法・違法な行為と言
える。
　この問題は、学問の自由や思想信条の自由を脅か
しかねない、一人一人の国民に降りかかっている問
題でもある。自由と民主主義を確立するため、任命
拒否は撤回されるべきである。

　現時点において、首相の任命権行使の是非につ
いて合意形成がなされていないこと、学術会議候
補者の任命拒否の理由が明らかでないことから、
採択・不採択の判断材料に欠ける。
　加えて、この請願は高畠町議会の権限外のもの
であると考える。地方議会運営辞典には「請願の
内容が、当該地方公共団体の事務に無関係であっ
たり、当該議会の権限外のものであった場合、議
会の意思決定は、請願を不採択にする方法による
ことになる」と記載されている。
　また、山形県町村議会議長会の「地方議会制度・
運営」では、「願意が妥当であるか」「実現の可
能性があるか」「町村の権限、議会の議決事項に
属する事項であるか」等が採択・不採択の判断の
基準とされている。以上を総合的に判断し、当請
願は不採択にすべきと考える。

採
決
結
果

氏
　
名

平

　
　
誠

山
木

　義
昭

秋
葉

　晶
子

山
木

　由
美

相
田
日
出
夫

関

　
　陽
介

菊
地

　英
雄

伊
澤

　良
治

数
馬

　治
男

島
津

　正
幸

鏡

　
　善
弘

中
川

　正
昭

佐
藤

　仁
一

直
島

　義
友

近
野

　
　誠

賛
否 × × × ○ × × ○ ○ ○ × × × × ○ 議

長

     山　木　由　美 議員採択とすべき 島　津　正　幸 議員不採択とすべき



委員会審議

2021. ４.20－８－

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
条

例
の
廃
止

「
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
」

業
務
を
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
移

行
す
る
た
め
、
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
。

令
和
３
年
４
月
１
日
施
行

問
　
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
条
例

で
は
な
く
、
規
則
で
設
置

し
た
理
由
は
。

答
　
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体

で
規
則
に
よ
る
設
置
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
形
態
の
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

も
規
則
に
よ
り
設
置
し
て

い
る
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
第
８
期
（
令
和
３
〜
５

年
度
）
の
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険

料
率
を
改
定
す
る
も
の
。

　
第
２
号
被
保
険
者
（
40

歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
保

険
料
の
変
更
は
な
い
。

令
和
３
年
４
月
１
日
施
行

◆
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

◆
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

令
和
３
年
４
月
１
日
施
行

問
　
３
年
間
の
経
過
措
置

の
必
要
性
は
。

答
　
組
織
の
改
変
等
、
短

期
間
で
対
応
で
き
な
い
内

容
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

経
過
期
間
が
必
要
と
判
断

し
た
。

問
　
介
護
施
設
で
の
虐
待

は
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
事
業
者
に
対
す
る
啓

発
、
虐
待
を
な
く
す
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
や
る
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答
　
現
地
指
導
の
際
に
確

認
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
事
業
所
に
情
報
の
提

供
を
行
い
、
適
切
に
対
応

さ
れ
る
よ
う
周
知
し
て
い

る
。

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
導
入
推
進
基
金
条
例
の

設
定

　
地
球
温
暖
化
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
公
共
施

設
に
導
入
す
る
た
め
の
基

金
を
設
置
す
る
も
の
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
導
入
に
よ
り
削
減
さ
れ

た
経
費
を
原
資
と
す
る
。

公
布
の
日
に
施
行

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
経
済
対
策
基
金
条

例
の
設
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
経
済
対
策
に
よ
り
、

町
が
負
担
す
る
貸
付
利
子
、

信
用
保
証
料
等
を
積
み
立

て
る
た
め
の
基
金
を
設
置

す
る
も
の
。

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
原
資
と
し
、
約
１
億
９

０
０
０
万
円
を
積
み
立
て
る
。

公
布
の
日
に
施
行

◆
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

　
加
茂
川
原
団
地
の
一
部

を
解
体
す
る
た
め
、
解
体

す
る
住
居
を
条
例
か
ら
削

除
す
る
も
の
。

公
布
の
日
に
施
行

以
上
の
案
件
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

産
業
厚
生
委
員
会

条

　例

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
料
率
の
改
定

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
虐
待
防
止
・
感
染
症

予
防
措
置
を
義
務
化

地
球
温
暖
化
対
策

推
進
基
金

新
型
コ
ロ
ナ

経
済
対
策
基
金

加
茂
川
原
団
地
の
解
体

第１号被保険者介護保険料（第８期）
対　 　　　象　　 　　者 保険料年額

本
人
が
住
民
税
非
課
税

①生活保護受給者、老齢福祉年金受給者
　住民税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
　　　　　　　　　　　　80万円以下

　（円）
21,240　

②住民税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
　　　　　　　　　　　　80万円超120万円以下 35,400

③　　　　同　　　　　120万円超 49,560
④住民税課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が　
　　　　　　　　　　　　80万円以下 63,720

⑤　　　　同　　　　　　80万円超 70,800
　本
人
が

　
住
民
税
課
税

⑥前年の合計所得金額が120万円未満 84,960
⑦　　　　同　　　　　120万円以上210万円未満 92,040
⑧　　　　同　 　　　　210万円以上 320万円未満 106,200
⑨　　　　同　 　　　　320万円以上 510万円未満 113,280
⑩　　　　同　　　　　 510万円以上 134,520

2021. ４.20 －９－

意 見 書

　コロナ禍の中で、子どもも学校も多くの不安と心配を抱えています。
　今、新型コロナウィルス感染防止対策で、学校教育の現場でも身体的距離の確保が重要です。
しかし、４０人学級の教室では子どもたちの身体的距離がとれず、「密集状態」となっています。
これを避けるためには少人数学級にする必要があります。もともと学校は一人一人の子どもと
じっくり向き合い、悩みに耳を傾け、個別の指導をすることが大切であり、現場からは４０人学
級ではなく少人数学級実現の要望が強く出されております。
　全国知事会、全国市長会、全国町村会は連名で「少人数編成を可能とする教員の確保」を政府
に要望しています。今年１月２６日、中央教育審議会は、コロナ感染拡大を踏まえ、少人数学級
編制を可能とするなど、指導体制や必要な施設・設備の計画的な整備を図ることを盛り込んだ答
申を行いました。教育再生実行会議では委員から「できれば２０人程度、少なくとも３０人未満
の少人数学級の早期実現を目標とすべき」との資料が提出されています。自民党教育再生実行本
部も１クラス３０人以下の少人数学級の実現に向け政府に義務教育標準法の改正を求める決議を
採択し、文部科学大臣に要請しています。３０人学級の早期実現、その後すみやかに２０人程度
の学級への移行を求めた、研究者有志の全国署名は２２万筆を数え、山形県でも１万筆を超えて
います。コロナ禍の中で３０人以下学級早期実現は、国民の切実な願いになっています。
　一方、国においても、昨年７月１７日に閣議決定された経済財政運営と改革の基本方針２０２０
において、全ての子どもたちの学びを保障するため、少人数によるきめ細かな指導体制の計画的
な整備について検討することが盛り込まれました。
　しかし、２０２１年度政府予算案は、小学校を５年計画で３５人学級を実現するというもので、
中学校以降は変わらず４０人学級であるという不十分な内容です。
　前年比マイナスになっている文教関係予算を増額し、子ども一人一人を大切にする教育の推進、
そして、新しい生活様式に対応すべく、義務教育の全学年で３０人以下の少人数学級編制を実現
するよう強く求めます。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和３年３月１８日

　　内閣総理大臣　　菅　　　義　偉　殿
　　財 務 大 臣　　麻　生　太　郎　殿
　　文部科学大臣　　萩生田　光　一　殿

山形県高畠町議会議長　　近　　野　　　　誠　

安全・安心でゆきとどいた教育実現につながる
３０人学級実現を求める意見書
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一 般 質 問

町長　置賜３市５町の場で要望していく

銃によるイノシシ駆除に
さらなる助成を

直 島 義 友　議員

問
　
イ
ノ
シ
シ
の
出
産

数
は
年
間
４
〜
５
頭
で
、

１
０
０
頭
の
メ
ス
イ
ノ

シ
シ
を
駆
除
し
た
場
合
、

４
０
０
〜
５
０
０
頭
の
抑

制
効
果
が
あ
る
。

　
冬
季
は
わ
な
を
仕
掛
け

ら
れ
な
い
た
め
、
銃
器
に

よ
る
捕
獲
と
な
る
が
、
銃

器
を
扱
う
た
め
に
は
講
習

や
訓
練
等
が
不
可
欠
で
あ

り
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
訓
練

に
要
す
る
経
費
だ
け
で
も

年
間
２
万
２
０
０
０
円
に

上
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
射

撃
訓
練
の
助
成
額
を

６
０
０
０
円
に
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
更
な
る
増
額

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
令
和
３
年
度
か
ら
射

撃
訓
練
に
要
す
る
弾
薬
代

と
し
て
、
１
人
６
０
０
０

円
の
助
成
と
な
り
、
本
年

度
の
２
倍
の
額
と
な
る
。

　
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
置
賜
３
市
５
町
に

よ
る
置
賜
総
合
開
発
協
議

会
の
重
要
要
望
事
業
と
し

て
、
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

問
　
猟
友
会
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
害
獣
等
に
よ
る

被
害
の
減
少
は
で
き
な
い
。

害
獣
捕
獲
活
動
等
へ
の
国
、

県
、
町
の
助
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
駆
除
、
処
分
従
事

に
対
す
る
報
酬
支
払
い
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
等

を
有
害
捕
獲
し
た
場
合
、

国
か
ら
の
鳥
獣
交
付
金
を

交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
夏

季
捕
獲
と
し
て
さ
ら
に
上

乗
せ
し
交
付
し
て
い
る
。

　
サ
ル
の
追
い
払
い
活
動

や
ク
マ
の
緊
急
捕
獲
等
に

対
し
て
も
、
賃
金
等
を
支

払
っ
て
い
る
。

問
　
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

は
埋
設
処
分
し
て
い
る
が
、

大
変
な
労
力
と
時
間
の
か

か
る
作
業
と
な
っ
て
い
る
。

捕
獲
数
が
多
く
な
る
と
埋

設
が
間
に
合
わ
ず
、
捕
獲

自
体
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

　
焼
却
処
分
が
望
ま
し
い

が
、
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
大
き
さ
の

制
限
に
よ
り
受
け
入
れ
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

焼
却
処
分
で
き
る
よ
う
、

早
急
に
対
策
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
本
年
度
は
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
頭
数
が
激
増
し
、

埋
設
処
分
に
苦
慮
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

焼
却
処
分
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
高
畠
町
だ
け

の
問
題
で
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
、
置
賜
３
市
５
町
で

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
近
年
、
ヤ
ギ
に
よ
る

放
牧
除
草
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
放
牧
除
草
は
機

械
除
草
に
比
べ
、

・
動
物
に
よ
る
癒
や
し

・
人
出
不
足
の
解
消

・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

　
削
減

等
の
効
果
が
あ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
や
観
光
資
源
と
な
り

得
る
し
、
環
境
保
護
に
も

寄
与
す
る
。
ま
た
、
人
口

減
少
す
る
地
方
の
担
い
手

を
育
て
る
こ
と
に
結
び
付

く
と
考
え
る
。

　
二
井
宿
豚
舎
跡
地
に

「
ヤ
ギ
さ
ん
牧
場
」
の
開

設
を
検
討
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

答
　
豚
舎
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
二
井
宿
地
区
の

方
々
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
地
区
内
の
検
討
委
員
会

も
結
成
さ
れ
て
お
り
、
委

員
会
で
の
検
討
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

猟
友
会
へ
の

助
成
内
容
は

駆
除
個
体
の

焼
却
処
分
の
実
現
を

豚
舎
跡
地
に
ヤ
ギ
牧

場
を
開
設
し
て
は

▲イノシシによる被害箇所
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一 般 質 問

伊 澤 良 治　議員

町長　ホームページ等で情報提供していく

ワクチン接種情報の
積極的開示を

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
す
る
副
反
応
、

持
病
、
場
所
や
交
通
手
段

等
の
情
報
不
足
に
よ
り
、

接
種
を
決
め
か
ね
て
い
る

方
が
い
る
。
そ
れ
ら
の
情

報
を
早
め
に
正
確
に
開
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
不

安
解
消
に
向
け
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
等
で

情
報
提
供
し
て
い
く
。

問
　
か
か
り
つ
け
医
や
職

場
等
、
希
望
場
所
で
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
で
き
る
よ
う
、

体
制
整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ

ク
チ
ン
は
、
特
殊
な
保
管

庫
を
必
要
と
す
る
た
め
、

会
場
を
限
定
し
た
集
団
接

種
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

他
社
製
ワ
ク
チ
ン
が
承
認

さ
れ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け

医
で
の
接
種
も
検
討
す
る
。

　
職
場
で
の
接
種
に
つ
い

て
は
国
で
検
討
中
で
あ
り
、

動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

問
　
文
科
省
が
策
定
し
た

小
中
学
校
の
適
正
規
模
、

適
正
配
置
の
「
手
引
」
に

は
、
小
規
模
校
を
統
合
ま

た
は
存
続
す
る
際
の
基
本

的
な
方
向
性
や
考
慮
す
べ

き
要
素
、
留
意
点
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
適
正
規
模
等
検
討
委
員

会
で
も
「
手
引
」
を
活
用

し
、
多
様
な
視
点
で
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
既
に
検
討
委
員
会
の

指
針
と
し
て
「
手
引
」
を

活
用
し
て
い
る
。
当
町
の

現
状
と
昨
今
の
教
育
行
政

を
取
り
巻
く
状
況
を
勘
案

し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
　
一
般
的
に
学
校
規
模

の
議
論
で
は
、
小
規
模
校

の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
み
が
強

調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
地
域
住
民

の
希
望
等
に
つ
い
て
、
時

間
を
か
け
多
角
的
に
検
討

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
。

答
　
検
討
委
員
は
幅
広
い

分
野
か
ら
選
考
し
て
お
り
、

提
出
さ
れ
る
報
告
書
に
は

多
様
な
視
点
か
ら
の
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問
　
小
学
校
の
適
正
配
置

に
つ
い
て
は
保
護
者
、
地

域
住
民
の
理
解
、
協
力
と

合
意
形
成
が
重
要
で
あ
り
、

適
正
規
模
と
一
体
で
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
適
正

規
模
等
検
討
委
員
会
で
は
、

小
学
校
の
配
置
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
　
委
員
会
で
は
、
小
学

校
の
適
正
規
模
の
ほ
か
、

適
正
配
置
、
そ
の
他
学
校

整
備
に
関
し
必
要
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
の
３
点
を
中

心
に
、
幅
広
く
検
討
し
て

い
る
。

問
　
令
和
３
年
度
か
ら
導

入
す
る
「
学
校
運
営
協
議

会
」
は
、
保
護
者
、
地
域

住
民
が
学
校
づ
く
り
に
参

画
し
、
協
働
し
て
「
お
ら

ほ
の
学
校
」
を
創
る
取
り

組
み
と
考
え
る
が
。

答
　
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た

め
に
は
、
社
会
総
掛
か
り

で
の
教
育
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
保
護
者
や
地
域
住
民
が

一
定
の
権
限
と
責
任
を

持
っ
て
学
校
運
営
に
参
画

で
き
る
よ
う
、
学
校
評
議

員
制
度
か
ら
学
校
運
営
協

議
会
制
度
に
移
行
す
る
も

の
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

の
整
備
を

文
科
省「
手
引
」の

有
効
活
用
を

小
規
模
校
に
つ
い
て

多
角
的
な
検
討
を

小
学
校
の「
規
模
」「
配

置
」は
一
体
で
検
討
を

学
校
運
営
協
議
会
導

入
の
ね
ら
い
は

▲集団接種会場となる　げんき館
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一 般 質 問

町長　町内の優良企業をアピールしていきたい

故
ふる

郷
さ と

に戻るための若者支援を

山 木 由 美　議員

問
　
町
外
や
県
外
へ
流
出

し
た
若
い
世
代
が
故
郷
へ

戻
っ
て
来
な
い
た
め
、
結

婚
や
出
産
す
る
人
が
減
っ

て
き
て
い
る
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
活
躍
し

定
住
し
て
い
く
た
め
の
支

援
体
制
は
。
地
元
の
農
業
、

工
業
等
の
産
業
と
力
を
合

わ
せ
て
「
オ
ー
ル
た
か
は

た
」
で
支
援
を
構
築
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
町
内
に
は
都
市
部
と

変
わ
ら
な
い
優
良
企
業
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
、

親
も
含
め
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
。
大
学
等
で
町
外
転

出
さ
れ
た
方
も
、
卒
業
後

の
就
職
先
に
加
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
中

心
に
、
新
た
な
支
援
体
制

を
構
築
し
た
い
。

問
　
新
婚
世
帯
に
対
し
て

結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
初

期
費
用
の
補
助
事
業
（
新

居
の
家
賃
や
引
っ
越
し
費

用
な
ど
）
と
し
て
、
上
限

60
万
円
で
内
閣
府
が
進
め

て
い
る
。

　
旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
宅

地
整
備
や
、
若
者
へ
の
持

ち
家
建
設
購
入
補
助
と
合

わ
せ
て
、「
新
婚
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
〜
い
」
と
名
を
打

ち
、
人
口
減
少
や
少
子
化

対
策
と
し
て
導
入
を
希
望

す
る
が
ど
う
か
。

答
　
新
婚
生
活
時
に
は
一

定
の
潤
い
が
生
じ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
補
助
金

で
結
婚
ま
で
決
断
さ
れ
る

方
は
い
な
い
と
考
え
る
。

　
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方

に
、
結
婚
相
談
所
へ
の
入

会
金
や
、
登
録
料
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

問
　
婚
活
事
業
を
、
個
人

や
団
体
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
が
い

る
。
情
報
の
共
有
な
ど
横

の
連
携
を
強
化
し
、
行
政

が
中
心
と
な
っ
た
協
議
会

設
置
な
ど
で
、
確
実
な
支

援
体
制
を
図
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん

が
結
婚
を
希
望
す
る
方
の

悩
み
な
ど
を
聞
い
て
お
ら

れ
、
寄
せ
ら
れ
た
声
は
大

変
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。

　
可
能
な
範
囲
で
情
報
交

換
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
施
策
へ
の
反
映
や

連
携
強
化
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

問
　
「
ひ
き
こ
も
り
相
談

事
業
」
で
福
祉
就
労
に
つ

な
が
る
成
果
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
次
年

度
か
ら
「
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能

さ
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
う
の
か
。

　
ま
た
、
福
祉
的
な
観
点

で
の
セ
ン
タ
ー
稼
働
だ
が
、

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
生
き
生
き
と
頑
張
る

若
者
た
ち
も
相
談
で
き
る

よ
う
な
「
若
者
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
設
置
の
考
え

は
。

答
　
「
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
」
は
、
既
存
の
相

談
機
関
が
機
能
を
併
せ
持

ち
、
相
談
の
一
時
的
な
受

け
皿
と
し
て
位
置
付
け
た

い
。
福
祉
分
野
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
若
者
に
対

す
る
総
合
的
か
つ
重
層
的

な
支
援
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。

結
婚
新
生
活
支
援
事

業
の
導
入
を

困
難
や
生
き
づ
ら
さ

に
対
し
て
は

確
実
な
婚
活
支
援
を

▲若者が地元で就職し定住できる支援が求められる
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一 般 質 問

山 木 義 昭　議員

町長　遊休農地を増やさないよう検討する

小規模農家への独自支援を

問
　
遊
休
農
地
は
原
野
化

し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
以
上

遊
休
農
地
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
兼
業
農
家
や

経
営
面
積
が
２
〜
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
小
規
模
農
家
に

乗
用
草
刈
り
機
、
電
動
バ

サ
ミ
購
入
時
な
ど
の
機
械

整
備
に
町
独
自
の
補
助
制

度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
　
２
年
度
か
ら
、
認
定

新
規
就
農
者
で
あ
る
親
元

就
農
者
に
対
し
て
、
町
独

自
に
農
地
賃
借
料
の
補
助

事
業
を
新
た
に
講
じ
て
い

る
。

　
家
族
経
営
が
大
半
を
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規

模
の
小
さ
い
農
家
に
対
す

る
町
独
自
の
支
援
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

問
　
津
久
茂
橋
は
、
国
道

13
号
に
架
か
る
橋
の
中
で

も
最
も
古
い
方
に
あ
た
る

と
思
う
。
架
け
替
え
の
要

望
を
長
年
行
っ
て
き
た
と

思
う
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
国
や
県

か
ら
河
道
掘
削
や
堤
防
か

さ
上
げ
等
の
防
災
・
減
災

対
策
を
実
施
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
、
課
題
で
あ
る
架

け
替
え
の
実
現
に
向
け
て

地
元
同
盟
会
と
連
携
し
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

問
　
自
治
公
民
館
を
避
難

所
に
す
る
こ
と
は
良
い
が
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
施
設
の
管
理
者
で
あ

る
自
治
会
、
避
難
場
所
を

開
設
・
運
営
す
る
自
主
防

災
組
織
、
そ
れ
を
支
援
す

る
町
と
で
、
役
目
を
明
確

に
し
た
協
定
を
結
ぶ
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
自
助
の
考
え
方
を
基
本

と
し
て
、
地
域
の
方
々
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
財
政
状
況
が
厳
し
く

な
る
と
思
わ
れ
る
中
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
増
収

や
主
要
事
業
に
対
す
る
寄

付
を
募
っ
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
長
期
財
政
計
画

を
示
す
こ
と
で
町
民
の
理

解
を
得
て
は
ど
う
か
。

答
　
当
町
で
は
現
在
、
寄

付
は
募
っ
て
い
な
い
が
、

新
庁
舎
や
ス
マ
ー
ト
・
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
な
ど
の
大
型
建
設
事
業

の
本
格
始
動
も
あ
り
、
個

別
具
体
の
施
策
に
限
定
せ

ず
、
資
金
調
達
の
観
点
か

ら
寄
付
募
集
を
検
討
し
た

い
。

　
長
期
の
財
政
計
画
は
、

正
確
な
数
値
の
捕
捉
が
困

難
で
あ
る
が
、
大
型
建
設

事
業
の
事
業
費
が
固
ま
っ

た
時
点
で
策
定
し
た
い
。

自
治
公
民
館
を

避
難
所
に
す
る
に
は

津
久
茂
橋
の
架
け
替

え
見
通
し
は

自
主
財
源
確
保
に
よ

る
財
政
運
営
を

▲支援が急がれる農業設備

▲早期の架け替えが切望される津久茂橋
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一 般 質 問

町長　７年程度かかると思われる

スマートＩＣの開通時期は

相田日出夫　議員

問
　
開
通
ま
で
見
込
ん
で

い
る
期
間
と
、
今
後
の
課

題
や
地
元
関
係
者
へ
の
対

応
事
項
は
何
か
。

答
　
開
通
の
時
期
は
、
国

と
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
か
ら
、

公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
他

の
取
り
組
み
事
例
を
参
考

に
す
る
と
、
完
成
ま
で
７

年
程
度
か
か
る
と
思
わ
れ

る
。
地
元
地
権
者
の
意
見

が
事
業
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
に
、
調
整
を
進
め
一
日

も
早
い
開
通
を
目
指
す
。

令
和
３
年
度
は
測
量
作
業

を
行
い
、
関
係
者
に
対
し

て
説
明
会
を
開
く
。

問
　
平
成
28
年
か
ら
町
重

要
事
業
で
要
望
し
て
い
る

国
道
１
１
３
号
整
備
の
進

捗ち
ょ
く

状
況
と
、
朝
晩
の
交
通

渋
滞
の
解
消
に
向
け
て
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
令
和
３
年
度
に
調
査

設
計
を
行
い
、
４
年
度
か

ら
用
地
買
収
を
進
め
、
６

年
度
に
か
け
て
、
高
速
道

路
と
の
交
差
点
か
ら
道
路

の
工
事
を
行
う
。

　
今
後
は
、
渋
滞
緩
和
と

安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
、

完
成
に
向
け
て
地
元
協
議

会
と
連
携
し
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

問
　
当
初
予
算
額
を
上
回

る
寄
付
額
が
見
込
ま
れ
る

が
、
成
果
を
得
た
取
り
組

み
の
状
況
と
、
今
後
の
課

題
と
対
策
は
何
か
。

答

　返
礼
品
の
充
実
を
は

じ
め
魅
力
あ
る
高
畠
ら
し

い
商
品
の
発
掘
に
努
め
た
。

今
後
、
高
畠
フ
ァ
ン
を
確

保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や

共
感
の
得
ら
れ
る
寄
付
の

使
い
み
ち
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

問
　
他
市
町
村
と
比
較
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
り
組
み

が
先
行
し
て
い
る
事
例
と

早
急
に
対
応
す
べ
き
事
項

は
何
か
。
新
庁
舎
整
備
に

向
け
て
、
専
門
部
署
の
設

置
を
含
め
て
組
織
体
制
の

整
備
の
考
え
方
は
。

答
　
県
内
で
も
い
ち
早
く

税
デ
ー
タ
入
力
の
自
動
化

に
取
り
組
ん
だ
が
、
他
の

業
務
に
も
利
用
で
き
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
も
早
急
に
取

り
組
み
た
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

推
進
の
た
め
に
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　
旧
四
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
活
用
を
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
や
持
続
可
能

な
施
策
展
開
等
、
宅
地
分

譲
以
外
の
視
点
で
考
え
ら

れ
な
い
か
。
宅
地
開
発
は
、

駅
周
辺
の
都
市
計
画
を
整

備
し
、
民
間
に
委
ね
て
み

て
は
ど
う
か
。

答
　
町
有
地
の
利
活
用

は
、
厳
し
い
財
政
事
情
を

踏
ま
え
、
町
内
の
不
動
産

業
者
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
調
査
研
究
を
重
ね

た
。
ま
た
、
町
内
企
業
の

協
力
で
、
町
内
へ
の
住
宅

建
築
の
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
宅
地
販
売
計
画

に
期
待
さ
れ
る
結
果
を
得

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
は
、

更
新
工
事
を
終
え
た
高
畠

駅
の
公
園
で
、
子
育
て
世

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
。

町
主
導
の
分
譲
計
画
で
事

業
を
進
め
た
い
。

国
道
１
１
３
号

早
期
の
整
備
着
工
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
は

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
り
組
み
は

町
有
地
活
用
の
考
え

方
に
つ
い
て

（仮称）高畠スマートインターチェンジ
（ハーフインターチェンジイメージ図）

山形方面は
　　利用不可

至
　

福
島

至
　

山
形

高
畠
川
西
線

東北中央自動車道
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一 般 質 問

数 馬 治 男　議員

町長　引き続き町独自の支援を実施する

コロナ影響の具体的な支援策は

問
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
資
金
繰
り
、
雇
用
確

保
等
引
き
続
き
支
援
を
行

う
と
施
政
方
針
で
述
べ
て

い
る
が
、
本
当
に
大
変
な

実
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

具
体
的
な
支
援
策
を
行
う

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
町
内
の
経
済
状
況
を

把
握
し
的
確
な
支
援
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
実
施
し
て
行

く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

　
今
後
も
定
期
的
な
町
景

況
調
査
や
各
種
団
体
か
ら

の
要
望
も
配
慮
し
、
町
独

自
の
支
援
を
引
き
続
き
実

施
す
る
。

問
　
こ
の
事
業
は
、
平
成

24
年
か
ら
取
り
組
み
、
地

域
農
業
に
お
け
る
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
を
解
決
す

る
た
め
集
落
ぐ
る
み
で
考

え
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ン

作
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
と
地
域
の
課
題
解

決
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
前
は
、
49
の
プ
ラ

ン
、
80
の
集
落
が
取
り
組

ん
だ
。
集
積
率
が
約
59
％

と
、
規
模
拡
大
に
取
り
組

む
経
営
体
へ
の
集
積
が
図

ら
れ
、
農
地
の
担
い
手
確

保
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

問
　
若
い
世
代
の
農
業
者

に
よ
る
「
た
か
は
た
農
と

ぴ
あ
」が
発
足
し
た
。若
い

農
業
者
が
組
織
さ
れ
交
流

研
さ
ん
す
る
こ
と
は
大
変

意
義
の
あ
る
こ
と
で
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。
　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
活
動
内
容
、
町
の

関
わ
り
方
は
。

答
　
令
和
元
年
度
及
び
２

年
度
に
、
45
歳
以
下
の
農

業
者
を
対
象
に
研
修
会
と

交
流
会
を
実
施
し
た
。

　
次
年
度
は
「
農
で
つ
な

ぐ
」
と
い
う
新
た
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
活
動
を
展
開
す

る
。
農
業
者
が
主
体
性
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、

町
の
関
わ
り
方
と
考
え
て

い
る
。

問
　
こ
の
計
画
は
、
た
か

は
た
食
と
農
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
基
づ
き
計
画
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
食
と

農
の
重
要
性
、
多
面
的
機

能
性
、
地
産
地
消
、
遺
伝

子
組
み
換
え
作
物
の
自
主

規
制
、
有
機
農
業
の
推
進

等
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
の
実
績
と

評
価
は
。

答
　
全
体
的
に
は
多
く
の

項
目
で
拡
大
ま
た
は
前
進

基
調
に
あ
り
、
お
お
む
ね

計
画
ど
お
り
に
進
め
て
き

た
。
「
農
産
物
の
輸
出
」

「
有
機
農
業
推
進
計
画
の

策
定
」
「
市
民
農
園
の
整

備
」
の
項
目
が
未
取
り
組

み
で
あ
っ
た
。
後
退
基
調

の
取
組
項
目
も
含
め
、
第

２
期
計
画
に
継
続
課
題
と

し
て
盛
り
込
ん
で
い
る
。

問
　
当
該
計
画
の
第
２
期

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
当

面
、
今
後
５
年
間
で
力
点

を
置
い
て
い
る
施
策
は
。

答
　
イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め

と
す
る
「
有
害
鳥
獣
対

策
」
や
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
「
次
代
を
担
う

農
業
後
継
者
の
育
成
」
を

ま
た
、
健
康
や
食
生
活
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
か

ら
「
地
産
地
消
と
食
農
教

育
の
推
進
」
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
く
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
績
と
課
題
解
決
は

「
た
か
は
た
農
と
ぴ
あ
」

　
の
活
動
は

豊
穣
の
里
づ
く
り
計
画

実
績
と
評
価
は

今
後
５
年
間
の

重
点
施
策
は

▲人・農地プランの座談会で
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一 般 質 問

町長　年間を通じた切れ目のない返礼品の確保と考える

ふるさと納税
５億円達成への課題は

島 津 正 幸　議員

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

今
年
度
見
込
み
１
億
３
千

万
円
、
そ
し
て
来
年
度
予

算
で
２
億
６
千
万
円
計
上

し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

次
の
目
標
額
５
億
円
を
掲

げ
て
い
る
が
、
達
成
時
期

と
課
題
は
。

答
　
農
産
物
の
数
量
確
保

を
は
じ
め
、
加
工
食
品
の

組
み
合
せ
や
定
期
便
、
工

業
製
品
の
提
案
な
ど
年
間

を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い

返
礼
品
づ
く
り
が
課
題
と

な
り
、
今
後
２
、
３
年
後

に
は
達
成
し
た
い
。

問
　
令
和
２
年
度
に
「
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
室
」
を
創
設

し
、
一
元
的
な
ブ
ラ
ン
ド

の
戦
略
策
定
や
施
策
を
推

進
し
て
き
た
が
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
事
業
を
核
と
し

た
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
計
画
と
目
標
は
。

答
　
今
後
２
、
３
年
後
に

県
内
で
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
ラ
ン
キ
ン
グ
20
位
内
を

目
指
す
。「
モ
ノ
」
と
「
地

域
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ

る
相
乗
効
果
を
よ
り
一
層

高
め
て
い
く
。

問
　
熱
中
小
学
校
が
開
校

し
て
５
年
半
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
目
標

で
あ
る
起
業
家
創
出
と
雇

用
の
確
保
、
交
流
人
口
の

拡
大
と
移
住
定
住
の
実
現

に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
と

今
後
の
展
開
は
。

答
　
こ
の
５
年
間
で
、
延

べ
12
事
業
者
の
入
居
実
績

と
、
熱
中
小
学
校
事
業
に

は
視
察
等
も
含
め
延
べ
約

９
９
０
０
名
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
交
流
人
口
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

た
、
移
住
・
定
住
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
今
年
度
か
ら
の
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴

い
、
５
・
６
年
生
の
英
語

が
教
科
化
さ
れ
た
が
、
英

語
を
担
当
す
る
先
生
方
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
種
々
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
、
英
語

学
習
に
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
た
の
か
。

答
　
児
童
は
、
英
語
へ
の

抵
抗
感
が
な
く
な
り
、
意

欲
的
に
授
業
に
取
り
組
む

姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
小
学
校

間
、
小
中
学
校
間
の
連
携

し
た
研
修
等
に
よ
り
、
授

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

問
　
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
に
伴
い
、
今
年
度
か

ら
必
修
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
中
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
具

現
化
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
今
後
の
基
本
的
な
進

め
方
と
実
践
の
展
開
は
。

答
　
令
和
３
年
度
は
、
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
日
常
化
を
図

り
、
授
業
実
践
を
多
く
積

み
上
げ
て
い
く
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、

ド
リ
ル
学
習
や
宿
題
な
ど
、

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
の
本

格
実
施
を
進
め
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
目

標
と
課
題
は

熱
中
小
学
校
事
業
の
成

果
と
今
後
の
展
開
は

英
語
教
育
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
構
築
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
具
現
化
は

▲タブレットを使った小学校での授業風景
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一 般 質 問

菊 地 英 雄　議員

町長　要介護認定者数の減少となった

介護保険重度化の防止効果は

問
　
こ
れ
ま
で
、
介
護
保

険
制
度
に
よ
る
重
度
化
防

止
に
向
け
た
事
業
を
進
め
、

町
は
そ
の
効
果
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
の
か
。

答
　
計
画
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
介
護
予
防
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
。
特
に

地
域
ケ
ア
個
別
会
議
で
は
、

多
種
の
専
門
職
に
よ
る
医

療
と
介
護
の
観
点
か
ら
助

言
し
、
利
用
者
へ
の
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

結
果
、
要
介
護
認
定
者
数

の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。

問
　
高
齢
者
が
生
き
が
い

の
あ
る
自
立
生
活
を
送
る

た
め
、
中
核
と
な
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
強
化
す
べ
き
と
考
え

る
そ
の
課
題
と
は
何
か
。

答
　
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
、
生
活
や
介
護
の
相
談
、

支
援
と
い
っ
た
業
務
量
の

増
加
が
あ
る
。
そ
の
た
め

保
健
師
や
社
会
福
祉
士
等

の
人
員
確
保
、
ま
た
総
合

相
談
や
介
護
予
防
支
援
業

務
な
ど
、
一
部
委
託
に
よ

る
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
遂
行

の
必
要
性
に
課
題
が
あ
る
。

問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
希
望
す
る
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
が
、

現
在
の
待
機
者
の
人
数
は
。

　
ま
た
、
新
た
な
施
設
の

増
設
が
見
込
め
な
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
と
は
。

答
　
現
在
の
待
機
者
は
、

１
７
９
名
お
ら
れ
る
。

　
新
た
な
施
設
整
備
に
は

専
門
職
の
確
保
が
困
難
な

こ
と
、
20
年
後
に
高
齢
者

減
少
の
予
想
、
施
設
増
加

で
保
険
料
上
昇
に
よ
る
負

担
が
増
え
る
な
ど
、
増
設

は
見
込
め
な
い
こ
と
。

問
　
３
年
度
か
ら
３
年
間

の
保
険
料
基
準
額
（
月

５
９
０
０
円
）
は
据
え
置

か
れ
る
が
、
増
大
す
る
保

険
給
付
等
で
、
そ
の
後
大

幅
値
上
げ
も
想
定
さ
れ
る
。

将
来
へ
の
見
通
し
は
。

答
　
第
８
期
計
画
の
基
準

額
５
９
０
０
円
は
基
金
を

取
り
崩
し
て
設
定
し
た
が
、

第
９
期
で
は
６
５
０
０
円

程
度
に
な
る
と
推
計
し
て

い
る
。
今
後
の
状
況
に
対

応
し
、
給
付
費
の
適
正
化
、

介
護
予
防
事
業
等
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

問
　
介
護
従
事
者
の
労
働

環
境
や
処
遇
等
の
問
題
も

あ
り
、
介
護
人
材
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
所
聞
き
取
り
で
寄
せ

ら
れ
た
特
徴
ほ
か
、
人
材

確
保
に
向
け
た
方
策
は
。

答
　
事
業
所
か
ら
、
募
集

し
て
も
集
ま
ら
な
い
こ
と

や
、
紹
介
派
遣
会
社
へ
の

委
託
で
費
用
が
多
く
か
か

る
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

　
町
内
の
社
会
福
祉
法
人

と
と
も
に
高
畠
高
校
で
の

体
験
説
明
会
ほ
か
、
興
味

と
関
心
を
高
め
る
各
種
事

業
等
、
県
と
も
連
携
し
人

材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

▲介護予防のための高齢者体操

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
強
化
策
と
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
設
見
込
み
は

今
後
の
介
護
保
険

金
額
の
見
通
し
は

介
護
人
材
確
保
の

具
体
策
は
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一 般 質 問

町長　施設巡回コースを提案していく

文化施設の活用を

平　　　誠　議員

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

県
内
小
中
学
校
の
修
学
旅

行
の
学
習
の
場
と
し
て
、

町
内
の
文
化
施
設
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
広
介
記
念
館
、
考
古
資

料
館
、
郷
土
資
料
館
の
３

施
設
の
連
携
と
は
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
時
期
な

ど
は
。

答
　
受
付
窓
口
を
一
元
化

し
、
文
化
施
設
巡
回
コ
ー

ス
を
提
案
し
て
い
く
。
ま

た
、
観
光
・
交
通
情
報
の

案
内
、
食
事
場
所
の
開
放

や
、
遺
跡
現
地
へ
の
案
内

な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
。
時
期
に
つ
い
て
は
、

初
夏
以
降
の
修
学
旅
行

シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
態
勢
を

整
え
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
観

光
、
飲
食
、
製
造
業
他
、

多
く
の
業
種
の
方
が
大
変

苦
労
を
さ
れ
て
い
る
。
特

に
旅
館
業
は
都
市
部
の
非

常
事
態
宣
言
に
よ
る
宿
泊

客
の
減
少
に
よ
り
危
機
的

な
状
況
で
あ
る
。

　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ

る
際
に
は
、
町
内
の
旅
館

業
や
飲
食
業
と
一
緒
に
な

り
、
宿
泊
や
高
畠
町
の
食

材
を
使
っ
た
弁
当
、
食
事

の
提
供
を
す
る
こ
と
で
コ

ロ
ナ
が
終
息
し
た
後
も
継

続
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン

を
作
り
上
げ
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

大
幅
な
減
収
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
町
内
宿
泊
業

や
飲
食
業
に
と
っ
て
大
変

期
待
の
大
き
い
取
り
組
み

と
考
え
る
。

　
今
後
、
町
商
工
会
を
通

じ
、
旅
館
組
合
や
料
理
飲

食
振
興
会
で
検
討
さ
れ
る

よ
う
働
き
か
け
る
。

問
　
イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め

と
す
る
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
で
も
多
く

の
広
域
侵
入
防
止
柵
の
申

請
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
は
ど
こ
の
地
区

か
。

答
　
高
畠
地
区
内
と
和
田

地
区
内
の
７
つ
の
地
域
か

ら
要
望
が
あ
り
、
国
に
申

請
中
で
あ
る
。

　
広
域
侵
入
防
止
柵
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
に

二
井
宿
地
区
内
で
取
り
組

ん
だ
事
例
も
あ
り
、
多
く

の
地
域
か
ら
関
心
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

わ
な
を
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。

　
当
町
で
も
広
域
侵
入
防

止
柵
と
併
用
し
た
モ
デ
ル

事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
材
の
活
用

に
つ
い
て
、
既
に
町
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
か
ら
相

談
が
あ
り
、
検
討
し
て
い

る
。

　
県
内
外
で
の
先
行
事
例

等
の
情
報
収
集
を
行
い
、

投
資
に
見
合
っ
た
効
果
が

得
ら
れ
る
手
法
を
導
入
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

旅
館
・
飲
食
業
と
の

連
携
は

広
域
侵
入
防
止
柵
の

範
囲
は

有
害
鳥
獣
対
策
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

▲導入が予定されている広域侵入防止柵



択
や
、
ア
ン
テ
ナ
取
り
付

け
工
事
の
進
み
具
合
は
。

答
　
当
初
よ
り
配
付
台
数

が
減
っ
た
た
め
、
情
報
取

得
が
困
難
な
世
帯
を
優
先

し
て
配
付
す
る
。

　
ア
ン
テ
ナ
取
り
付
け
は
、

公
共
工
事
の
ル
ー
ル
に
基

づ
き
発
注
を
か
け
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
前
倒
し
で
導
入
さ
れ

た
。
運
用
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
最
終
的
に
、
全
て
の

自
治
公
民
館
と
協
定
を
結

ぶ
こ
と
で
了
解
を
得
て
い

る
。

問
　
防
災
士
資
格
の
取
得

者
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
防
災
力
向
上
の

取
り
組
み
は
。

閉会中の所管事務調査
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閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

（
令
和
３
年
１
月
か
ら
２
月
ま
で
の
調
査
）

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
て
の
体
制
整
備
は
。

答
　
健
康
長
寿
課
を
中
心

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

室
」
を
設
置
し
対
応
す
る
。

ま
た
、
専
用
電
話
回
線
の

増
設
も
考
え
て
い
る
。

※
２
月
15
日
開
設

☎（
５
２
）１
２
２
４

問
　
近
隣
で
の
感
染
者
や

濃
厚
接
触
者
の
情
報
が
あ

る
場
合
、
小
中
学
校
の
休

校
措
置
等
は
ど
う
判
断
し

て
い
る
の
か
。

答
　
保
健
所
に
状
況
を
聞

き
取
り
、
児
童
・
生
徒
の

不
安
を
考
慮
し
な
が
ら
、

保
健
所
の
指
導
に
よ
り
判

断
し
て
い
る
。

問
　
避
難
施
設
整
備
費
補

助
事
業
を
実
施
し
た
自
治

公
民
館
と
の
避
難
協
定
締

結
の
状
況
は
。

答
　
防
災
士
は
町
の
登
録

制
で
は
な
い
た
め
正
確
な

人
数
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
30
人
程
度
と
み
て
い

る
。
積
極
的
に
集
ま
っ
て

勉
強
す
る
機
会
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問
　
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ

は
ど
の
よ
う
な
構
成
で
、

い
つ
配
布
さ
れ
る
予
定
か
。

答
　
浸
水
想
定
を
千
年
に

１
度
の
大
雨
に
変
え
た
ほ

か
、
水
害
以
外
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
情
報
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て

い
る
。

　
広
報
た
か
は
た
４
月
号

と
一
緒
に
配
布
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
　
災
害
発
生
時
に
、
一

時
避
難
所
や
避
難
所
の
開

設
等
、
状
況
変
化
を
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の

か
。

　
ま
た
、
各
地
区
に
避
難

所
が
開
設
さ
れ
た
際
に
、

簡
易
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
が
行
き
わ
た
る
よ

う
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

答
　
状
況
変
化
が
あ
っ
た

場
合
、
自
主
防
災
組
織
や

総
務
文
教

ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
整
備

各
区
長
を
通
じ
て
の
報
告

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
災
害
規
模
に
よ
っ
て
は

十
分
と
は
言
え
な
い
が
、

簡
易
テ
ン
ト
は
１
０
０
張

確
保
し
て
い
る
。
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
は
、
避
難
が
長

引
く
状
況
で
の
使
用
を
考

え
て
い
る
。

問
　
配
付
対
象
世
帯
の
選

小
中
学
校
の
休
校
判
断

自
治
公
民
館
と
の

避
難
協
定

防
災
士

新
防
災
マ
ッ
プ

避
難
所
等
の
情
報
展
開

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

学
習
環
境
の
整
備

戸
別
受
信
機
の
配
付

※新防災マップより抜粋

答
　
除
雪
は
道
路
を
通
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、
玄
関
前
の
除

雪
等
は
福
祉
支
援
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
願

い
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
問
　
景
況
調
査
で
企
業
か

ら
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か
。

答
　
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
で
き
る
か
考
え
て

い
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
影
響
は
大
変

な
も
の
で
あ
る
。
経
済
の

活
性
化
策
の
た
め
の
具
体

的
な
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　
効
果
的
な
施
策
を
検

討
中
で
あ
る
。
決
ま
り
次

第
報
告
す
る
。

問
　
子
ど
も
の
歯
の
矯
正

費
用
は
保
険
適
用
外
だ
が
、

医
療
費
の
支
援
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
　
保
険
適
用
外
の
治
療

費
に
つ
い
て
は
、
町
の
医

療
費
無
料
化
の
対
象
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

問
　
障
が
い
者
や
高
齢
者

の
単
独
世
帯
へ
の
、
除
雪

に
よ
る
雪
の
塊

か
た
ま
りを

置
い
て

い
か
な
い
よ
う
な
配
慮
は

し
て
い
る
か
。

答
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
は
、
も
と
も
と
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
か
ら

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
が

休
校
に
な
っ
た
場
合
の
家

庭
学
習
用
に
前
倒
し
で
導

入
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
子
ど
も
へ
の
指
導
や
教

員
へ
の
研
修
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
対
応
す
る
の
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

使
用
ル
ー
ル
を
作
成
す
る

必
要
も
あ
る
。

　
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
予
定
し

て
い
る
。

閉会中の所管事務調査

2021. ４.20 － 21 －

産
業
厚
生

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

問
　
12
月
に
高
畠
病
院
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
さ
れ
た
人
数
、

開
業
医
か
ら
紹
介
さ
れ
た

人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
変
異
株
が
隣
県

の
福
島
県
や
新
潟
県
で
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
山
形

県
で
は
そ
う
言
っ
た
検
査

は
し
て
い
る
の
か
。

答
　
一
日
に
１
件
程
度
で

あ
る
。

　
山
形
県
で
変
異
株
の
検

査
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
分
か
ら
な
い
。

問
　
感
染
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
注
意
喚
起
を
適
宜

行
っ
て
い
き
た
い
。

　子
育
て
支
援

道
路
除
雪

産
業
の
振
興

▲好転の兆
きざ

しが見えない業況判断指数（高畠町全業種）

置賜地方町村議会議長会
自治功労者表彰（１７年）

佐　藤　仁　一　議員

山形県町村監査委員協議会
監査功労者表彰（５年）

中　川　正　昭　議員

表 彰

▲ＩＣＴ教育始まる

平成２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年

（％）
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　成年後見制度は、介護保険制度（２０００年
度開始）と一緒に始まり、２０年以上経過して
「成年後見制度」という言葉もだいぶ知られ
るようになりました。現在では認知症、知的
障害、精神障害など、約２２万人以上が利用
する制度にまでなっています。
　私は以前、社会福祉法人に勤務していたこ
とから、社会福祉士会を通じて成年後見活動
を続けています。初めて後見人に選任された
のは８年ほど前でした。被後見人は高齢の知
的障害の方で親族が隣町にいたのですが、数
十年来、行き来がなかったため、亡くなられ
たときの葬儀、その後の埋葬まで行いました。
その後１０名ほどの方々を受任してきました
が、さまざまな事情を抱えている方もおられ
ます。
　かつては「親戚だからなんとかしなけれ
ば」ということもありましたが、今はあまり
なくなったような感じがします。家族関係の
変化、地域社会の関わりが少なくなっている
中で単身で生活する人も増えています。必要
なときに必要な支援を受けられない人たちが
多くなっていますが、成年後見制度は個人の
権利を守りながら、一定の役割りを果たして

さまざまな事情を抱える人のために

想 い
私
の 社会福祉士　斎　藤　一　夫さん

（本町）

成年後見事務所・親なきあと相談室

いるのではないかと思います。
　後見活動に取り組みながら、昨年から「親な
きあと相談室」のメンバーとなり活動を始めま
した。これは知的障害の子どもの父親である社
会保険労務士の渡部伸さんが始めた活動です。
　知的障害の子どもを持つ親にとって、親が高
齢になったときや亡くなった後に、子どもの生
活がどうなるかということは大きな心配事です。
生活費の問題やどこに住むのか、誰が面倒を見
るのかなどさまざまな心配事に対し、障害年金
や各種の福祉制度をどのように活用したらいい
のかなどについて、一緒に考えていきますので
ぜひご相談ください。

（連絡先　斎藤　☎５７－４３２８まで）

６月定例会を傍聴しませんか

６月４日㈮～１６日㈬までの予定です
議会事務局　ＴＥＬ５２－４４８５

（気軽にお問い合わせください。）
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